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構造設計図書の変更が生じた場合（軽微な変更届等）のご案内
	構造設計図書（確認申請図書）に変更が生じる場合は、「軽微な変更届」又は「計画変更申請」の手続きが必要となりますので、当協会（構造担当）までご連絡ください。


1． 変更の内容について、別紙（裏面）の記載例を参考に、変更内容についてメール又はＦＡＸにてご連絡ください。折返し「軽微な変更」に該当する内容か否かのご連絡を差し上げます。　構造審査担当　TEL:03-3260-7395  FAX:03-3260-3819　　
　
※変更の内容によっては、構造設計者様にご来店いただき、ご説明をお願いする場合がございます。
２．「軽微な変更」に該当する場合は、以下の図書をご準備ください。

　　※計画変更申請が必要な場合は、別途ご案内差し上げます。
	□ 軽微な変更届の書面　

当協会HPよりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。
□ 検討書（1.において作成いただきました検討書に、構造設計者様の記名をお願いします。）

□ 検討書に添付する計算書等

□ 旧図面（審査済印付のものに変更箇所をマーキングしたもの）
□ 新図面（構造設計者の記名をお忘れなく）


※以上、正・副２部ご準備いただき、代理者様（意匠事務所様）にお収めください。
３．代理者（意匠事務所）様は、構造設計図書、意匠・設備設計図書を取り纏め、当社窓口（意匠担当）までご持参ください。

※構造設計者様には、1.にて事前に内容確認済ですので、基本的にはご来店の必要はありません。
■■■代理者様へ（意匠担当事務所様）へ■■■

　　軽微な変更の図書一式がご準備できましたら、ご来店予定日を意匠審査担当までご連絡ください。
	＜ご注意＞　中間検査等の日程が迫っている場合は、この手続きを予め完了しておく必要があります。ご提出いただく日程の調整等が必要な場合もありますので、代理者様より意匠審査担当まで予めご連絡をお願いします。


★★★軽微な届出の提出窓口★★★

意匠審査担当（各物件担当）　TEL  03-3260-7395
（裏面）

＜検討書作成参考例＞
（仮称）●●●マンション新築工事　軽微な変更届に係る検討書


１．変更の概要

(1) ３階Ｘ２～Ｘ３間の住戸（Ｆタイプ）の間仕切壁の位置をＸ方向に150㎜移動。

(2) ３階バルコニー側の雑壁開口を、水平方向に150㎜移動。

（変更箇所の詳細は、元確認時の副本図面にマーキング→別紙●及び●を参照）
２．建築基準法施行規則第３条の２第八号・九号に基づく「軽微な変更」に該当することについて

(1) については、スラブ上の雑壁（いわゆる二次部材に該当するもの）であり、移動距離の少なく、全体架構に影響を与える変更ではない。

(2) については、三面スリットを配置した雑壁開口の移動のみであり、開口寸法の変更は無く、建物重量の変更ない。また、開口は水平方向への移動であり、雑壁上部の梁の剛性の影響もなく、構造計算のモデルの変更を要するものではない。

以上、上記変更に伴う部材の変更はなく、元確認に対して、明らかに危険の度が高くなる事項は含まれていない。よって、今回の変更は、則第３条の２第八号・九号に基づく「軽微な変更」に該当するものと判断した。


３．変更となる図面番号

　　今回の変更により、次の図面が変更となる。

　　・意匠図●●　意匠図●●　構造図●●　構造図●●・・・・


　　　　

（株）●●●●構造設計

　普及　太郎　　
令和●年●月●日
ここでは、変更の概略を簡単に説明いただき、詳細は旧図面にマーキング





設計者の見解を添え、「軽微な変更」に該当するか否かを判断してください。





変更となる図面番号を記載してください。意匠図についてもお忘れなく！





元確認の「安全証明書」に記載の設計者名（構造設計者）です。代理者名ではありません。








